
（医療事故防止対策に伴う販売名の変更） 

謹啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

毎々弊社製品には格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

　さて、このたび医療事故防止対策の観点から日本薬局方 血液凝固阻止剤「ヘパリンナトリ

ウム注射液」（１０ｍＬ、５０ｍＬ、１００ｍＬ）の販売名を『ヘパリンＮａ注１万単位／１０mＬ「フソー」』、

『ヘパリンＮａ注５万単位／５０mＬ「フソー」』、『ヘパリンＮａ注１０万単位／１００mＬ「フソー」』に変

更し、新発売させていただくことになりました。 

　どうか在来の製品ともどもよろしくお引立て賜りますよう、お願い旁々ご案内申し上げます。 

敬　白　 

ヘパリンNa注　表　　1　2　3　4　5

記 

メーカーコード［１９７］ 

ヘパリンＮａ注１万単位／１０mＬ 
　　　　　　　　　　「フソー」 

ヘパリンＮａ注５万単位／５０mＬ 
　　　　　　　　　　「フソー」 

ヘパリンＮａ注１０万単位／１００mＬ 
　　　　　　　　　　「フソー」 

１０ｍＬ　１０瓶 ６６２３１ ９ 

品　　名 規格・包装 
統一商品 
コ ー ド  

薬価 
基準 

円 

３３７ ３０ ３,３７０ 

円 

包装 
薬価 

梱包 
単位 備考 

出荷予定時期 平成２２年２月中旬より順次 

（裏面もごらんください。） 

組成、効能・効果、用法・用量、使用上の注意 

　　　　　　製品添付文書をごらんください。 
 

貯　　法　　室温・遮光保存 
 

使用期限　　３年 

１０,０００単位 

５０ｍＬ　１０瓶 

５０,０００単位 

１００ｍＬ　１０瓶 

１００,０００単位 

６６２３２ ６ ９４０ ６ ９,４００ 

６６２３３ ３ １,７０６ ６ １７,０６０ 

平成２２年１月 

の新発売ご案内 
ヘパリンＮａ注１万単位／１０ｍＬ「フソー」 

ヘパリンＮａ注１０万単位／１００ｍＬ「フソー」 
ヘパリンＮａ注５万単位／５０ｍＬ「フソー」 



ヘパリンNa注　裏　　1　2　3　4　5　6

品　　名 

ＪＡＮシンボル及び販売コードシンボル（ＧＳ１-ＲＳＳ） 

規格・包装 
個　　　　装 

重量（ｇ） 縦×横×高さ（ｍｍ） 

２９０ １０４×２２５×２４ 

外　　　　装 

重量（ｋｇ） 縦×横×高さ（ｍｍ） 

８.９ ２３３×４００×２５０ 

１,３６０ １１３×２７１×１１１ １４.７ ２８９×３７６×２３７ 

２,５６０ １１３×２７１×１１１ １５.４ ２８９×３７６×２３７ 

ヘパリンＮａ注５万単位／５０mＬ「フソー」 ヘパリンＮａ注１０万単位／１００mＬ「フソー」 ヘパリンＮａ注１万単位／１０mＬ「フソー」 

１０ｍＬ　１０瓶 ５０ｍＬ　１０瓶 １００ｍＬ　１０瓶 

ヘパリンＮａ注１万単位／１０mＬ 
　　　　　　　　　　「フソー」 

ヘパリンＮａ注５万単位／５０mＬ 
　　　　　　　　　　「フソー」 

ヘパリンＮａ注１０万単位／１００mＬ 
　　　　　　　　　　「フソー」 

ヘパリンナトリウム注射液 

１０ｍＬ　１０瓶 

１０,０００単位 

５０ｍＬ　１０瓶 

５０,０００単位 

１００ｍＬ　１０瓶 

１００,０００単位 

１０ｍＬ　１０瓶 

１０,０００単位 

５０ｍＬ　１０瓶 

５０,０００単位 

１００ｍＬ　１０瓶 

１００,０００単位 

なお、『ヘパリンＮａ注１万単位／１０mＬ「フソー」』、『ヘパリンＮａ注５万単位／５０mＬ「フソー」』、

『ヘパリンＮａ注１０万単位／１００mＬ「フソー」』新発売に伴い、旧品名の「ヘパリンナトリウム注射

液」（１０mＬ、５０mＬ、１００mＬ）は製造を中止させていただきます。 

薬価基準収載医薬品コード ヘパリンＮａ注１万単位／１０mＬ「フソー」：３３３４４０１Ａ６０１８（変更なし） 
ヘパリンＮａ注５万単位／５０mＬ「フソー」：３３３４４０１Ａ７０１４（変更なし） 
ヘパリンＮａ注１０万単位／１００mＬ「フソー」：３３３４４０１Ａ８０７０ 

メーカーコード［１９７］ 

注射剤 

６６２１２ ８ 

６６２１０ ４ 

６６２１１ １ 

品　　名 剤形 包　装 
統一商品 
コ ー ド  

新品名『ヘパリンＮａ注１０万単位/１００ｍＬ「フソー」』の薬価基準新規収載（平成

２１年９月２５日告示）に伴い、旧品名「ヘパリンナトリウム注射液　１００,０００

単位１００ｍＬ」は、薬価基準経過措置品目に移行いたします。 

なお、新品名『ヘパリンＮａ注１万単位/１０ｍＬ「フソー」』及び『ヘパリンＮａ注５

万単位/５０ｍＬ「フソー」』は、局方名の統一名薬価収載品目であるため、新販売

名の薬価基準収載告示及び旧販売名の薬価基準経過措置告示は行われません。 

●調剤コードシンボルは変更ありません。 


